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恒 心

★
こ
の
ま
ま
人
口
が
減
少
す
れ
ば
、
2040
年
に

は
、
864
の
自
治
体
が
消
滅
の
可
能
性
が
あ
る

と
、
日
本
創
生
会
議
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
か

ら
、
地
方
を
創
生
し
、
人
口
減
少
を
喰
い
と

め
る
こ
と
が
国
の
最
重
要
課
題
に
な
っ
て
き

た
感
が
す
る
。
27
年
度
予
算
で
も
、「
ま
ち
、
ひ
と
、
し

ご
と
創
生
」
関
連
で
、
1
兆
円
を
計
上
し
た
。
★
地
方
自

治
体
で
は
、
わ
が
町
に
地
方
創
生
関
連
予
算
を
獲
得
し
よ

う
と
陳
情
合
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。
先
日
も
自
民
党
京
都

市
会
議
員
団
が
上
京
、
地
元
国
会
議
員
に
対
し
て
、
ぜ
ひ

と
も
京
都
に
も
多
額
の
創
生
関
連
予
算
を
と
要
望
が
な
さ

れ
た
。
★
私
は
、
後
輩
の
市
会
議
員
に
対
し
て
、
京
都
は

地
方
で
は
な
い
。
京
都
の
為
に
努
力
す
る
こ
と
を
惜
し
ま

な
い
が
、「
京
都
も
財
政
的
に
厳
し
い
の
で
、
地
方
創
生
予

算
を
格
別
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
止
め
よ

う
と
話
を
し
た
。
★
京
都
府
、
市
、
商
工
会
議
所
、
そ
し

て
府
、
市
会
議
員
は
、
口
を
開
け
ば
、
双
京
構
想
と
言
っ

て
、
京
都
に
天
皇
、
あ
る
い
は
皇
室
の
ど
な
た
か
が
、
お

住
い
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
発
言
し
て
い
る
。
地
方
に
皇
族

を
お
呼
び
す
る
の
か
。
そ
れ
は
失
礼
な
こ
と
で
あ
る
。
京

都
は
東
京
と
並
ぶ
都
な
の
で
あ
る
。
い
や
、
東
京
以
上
に

権
威
あ
る
都
で
あ
る
と
い
う
誇
り
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

★
今
、
日
本
で
問
題
な
の
は
、
過
度
な
東
京
へ
の
1
極
集

中
な
の
で
あ
る
。
東
京
に
、
人
材
も
、
富
も
、
そ
し
て
情

報
も
権
力
も
集
中
し
、
そ
の
他
の
地
域
が
疲
弊
し
て
い
る

こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
思
い
切
っ
て
、
改
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
★
東
京
以
外
の
地
域
が
地
方
と
い

え
ば
、
京
都
も
地
方
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
歴
史
的
に

見
て
、
京
都
は
決
し
て
地
方
で
は
な
い
。
府
、
市
会
議
員
、

も
っ
と
誇
り
を
持
と
う
。
京
都
が
国
に
対
し
て
、
要
望
す

る
と
き
、
今
や
流
行
語
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
地
方
創
生

と
い
う
言
葉
は
、
慎
も
う
で
は
な
い
か
。

昨
年
末
の
衆
議
院
総
選
挙
は
、
自
民
党
の
圧
勝
に
終
わ
っ
た
。
そ
の

後
も
、
自
民
党
、
安
倍
内
閣
の
支
持
率
は
依
然
と
し
て
高
い
水
準
を
維

持
し
て
い
る
。
2
月
3
日
に
は
、
景
気
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算

も
成
立
し
た
。
平
成
27
年
度
予
算
案
も
12
日
に
国
会
に
提
出
し
、
地
方

財
政
計
画
も
前
年
度
よ
り
も
配
慮
し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
団

体
か
ら
は
一
定
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。
安
倍
内
閣
の
最
大
の
課
題
で

あ
る
「
地
方
創
生
」
が
、
先
ず
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
こ
れ
を
バ
ネ
に
、

景
気
回
復
の
波
及
効
果
が
、
全
国
津
々
浦
々
ま
で
浸
透
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は
地
方
選
挙
の
年
で
あ
る
。
地
方
自
治
は
民
主

主
義
の
母
と
言
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
地
方
自
治
を
担
う
地
方
議
員

の
役
割
は
大
き
い
。
さ
ら
に
政
党
に
と
っ
て
、
地
方
組
織
、
選
挙
母
体

を
支
え
る
地
方
議
員
の
存
在
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
自
民
党
が
昨

年
末
の
衆
議
院
総
選
挙
の
余
勢
を
駆
っ
て
、
勝
利
す
る
こ
と
が
出
来
る

か
。
そ
れ
と
も
圧
勝
の
反
動
が
来
る
の
か
。
立
候
補
予
定
者
は
選
挙
の

準
備
に
ま
い
進
し
て
い
る
。

施政方針演説をする安倍首相

政
権
安
定
に
重
要
な
地
方
議
員

間近に迫った統一地方選
総選挙に続き自民党の勝利なるか

間近に迫った統一地方選
総選挙に続き自民党の勝利なるか
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総
務
副
大
臣
の
公
務
の
一
コ
マ

シ
リ
ア
に
お
け
る
邦
人
へ
の

テ
ロ
行
為
に
対
す
る
非
難
決
議
案

1月22日京都府公館

2月5日日本都市センター会館

1月23日都道府県会館

2月6日全国町村議員会館

1月30日ホテルニューオータニ

2月9日参議院第8委員会室

全国市議会議長会
第98回評議員会

平成26年度統計功労者表彰式

全国町村議会議長会
第66回定期総会

第150回全国都道府県議会議長会
定例総会

参議院決算委員会

大韓民国「全国市・道知事協議会」
代表団歓迎レセプション

今
般
、
シ
リ
ア
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
に

よ
り
二
名
の
邦
人
に
対
し
非
道
、
卑
劣
極
ま

り
な
い
テ
ロ
行
為
が
行
わ
れ
た
。
本
院
は
、

こ
の
許
し
が
た
い
暴
挙
を
、
断
固
非
難
す

る
。
ま
た
、
御
家
族
の
御
心
痛
を
思
え
ば
言

葉
も
な
く
、
誠
に
無
念
、
痛
恨
の
極
み
で
あ

り
、
深
い
同
情
の
念
を
表
明
す
る
。

こ
の
よ
う
な
テ
ロ
行
為
は
、
い
か
な
る
理

由
や
目
的
に
よ
っ
て
も
正
当
化
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
我
が
国
及
び
我
が
国
国
民
は
テ

ロ
リ
ズ
ム
を
断
固
と
し
て
非
難
す
る
と
と
も

に
、
決
し
て
テ
ロ
を
許
さ
な
い
姿
勢
を
今
後

も
堅
持
す
る
こ
と
を
本
院
は
こ
こ
に
表
明
す

る
。

我
が
国
は
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対

す
る
人
道
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
国

際
社
会
の
平
和
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
国

連
安
保
理
決
議
に
基
づ
い
て
、
テ
ロ
の
脅
威

に
直
面
す
る
国
際
社
会
と
の
連
携
と
取
組
を

一
層
強
化
す
る
よ
う
、
政
府
に
要
請
す
る
。

さ
ら
に
、
政
府
に
対
し
、
国
内
は
も
と
よ

り
、
海
外
の
在
留
邦
人
の
安
全
確
保
に
万
全

の
対
策
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
。

最
後
に
、
本
院
は
、
我
が
国
国
民
を
代
表

し
、
本
件
事
案
へ
の
対
応
に
際
し
、
ヨ
ル
ダ

ン
を
始
め
と
す
る
関
係
各
国
、
国
際
機
関
及

び
関
係
者
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
強
い
連
帯

と
、
解
放
に
向
け
て
な
さ
れ
た
協
力
に
対

し
、
深
い
感
謝
の
意
を
表
明
す
る
。

右
、
決
議
す
る
。

2
月
6
日
の
参
議
院
本
会
議
で
、
イ
ス
ラ
ム
テ
ロ
組
織
に
よ
る
日
本
人
殺
害
を
非
難
す
る
決
議
が
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
な
お
、
採
決
直
前
、
天
皇
に
直
接
手
紙
を
手
渡
し
て
問
題
に
な
っ
た
山
本
太

郎
議
員
が
、
突
然
、
議
場
か
ら
退
出
し
た
が
、
何
故
な
の
か
、
い
つ
も
な
が
ら
人
騒
が
せ
な
人
で
あ
る
。

参
議
院
テ
ロ
行
為
に
対
す
る
非
難
決
議

事務所開きのお知らせ
二ノ湯真士、森田守事務所の事
務所開きを次の日程で、執り行
います。多数お越し下さいます
ようお願いいたします。なお、
駐車場がございませんので、ご
了承下さい。〔事務連絡〕

●二ノ湯真士
　　3月29日㈰　11時

●森田　守　
　　3月29日㈰　13時

ローソン

四条中学校 二ノ湯
さとし
事務所

京都銀行

N

四条通

京都中央
信用金庫

春日通西小路通 中之橋通

森田守事務所

三条通り帷子ノ辻

東映太秦撮影所

太秦
広隆寺大映通り

三吉稲荷

京福嵐山線

広
隆
寺

右
京

警
察
署

N 二ノ湯しんじ事務所
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地
方
事
情
の
ご
説
明
及
び
午
餐

二
ノ
湯
副
大
臣
も
陪
席

4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

谷
垣
自
民
党
幹
事
長
が
対
談
集
を
出
版

幅
広
い
見
識
が
う
か
が
え
る

栢
木
寛
照
師
長
野
善
光
寺
副
貫
主

友
人
、
関
係
者
一
同
大
喜
び

2
月
13
日（
金
曜
日
）、
皇
居
宮
殿
に
お
い
て
、
三
村
申
悟
青
森

県
、
石
井
隆
一
富
山
県
、
荒
井
正
吾
奈
良
県
、
飯
泉
嘉
門
徳
島
県
、

広
瀬
勝
貞
大
分
県
の
各
知
事
よ
り
、
各
県
の
事
情
を
天
皇
陛
下
に
ご

説
明
し
た
。
毎
年
恒
例
の
行
事
で
、
毎
回
5
人
の
知
事
が
ご
説
明
す

る
。
今
回
は
、
皇
太
子
殿
下
も
ご
類
従
さ
れ
た
。
な
お
、
総
務
省
か

ら
大
臣
、
総
務
副
大
臣
2
人
、
事
務
次
官
、
宮
内
庁
か
ら
は
、
宮
内

庁
長
官
、
侍
従
長
、
宮
内
庁
次
長
、
東
宮
大
夫
、
管
理
部
長
、
侍

従
、
長
官
官
房
総
務
課
長
が
陪
席
し
た
。［
正
殿　

梅
の
間
］
で
、

5
人
の
知
事
が
約
10
分
、
県
の
現
況
を
ご
説
明
し
、
陛
下
か
ら
ご

下
問
が
あ
る
。
陛
下
は
全
国
を
訪
問
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
各
県
の

事
情
に
精
通
し
て
お
ら
れ
る
。
御
説
明
を
終
え
た
後
、「
連
翠
の
北
」

で
、
出
席
者
一
同
、
天
皇
陛
下
、
皇
太
子
殿
下
と
ご
一
緒
に
、
午
餐

を
い
た
だ
い
た
。
非
常
に
美
味
し
い
食
事
で
あ
っ
た
。
午
餐
後
、
隣

の
「
連
翠
南
」
で
天
皇
陛
下
、
皇
太
子
殿
下
と
ご
歓
談
す
る
機
会
が

あ
り
、
参
加
者
一
同
、
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に
非
常
に
打
ち
解
け
た
雰

囲
気
の
中
で
、
お
二
人
と
の
話
が
弾
ん
だ
。
天
皇
陛
下
、
皇
太
子
殿

下
が
退
出
さ
れ
た
後
、
5
人
の
知
事
、
大
臣
、
副
大
臣
、
事
務
次
官

は
、「
北
車
寄
」
の
前
で
、
記
念
撮
影
を
し
た
。
な
お
、
当
日
5
人

の
知
事
の
ご
説
明
の
順
番
と
議
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
　
青
森
県
知
事

農
山
漁
村
を
「
ゆ
り
か
ご
」
と
し
て
守
っ
て
い
く
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
〜
本
県
独
自
の
「
地
域
経
営
」
の
取
組
〜

2
　
富
山
県
知
事

北
陸
新
幹
線
開
業
と
「
元
気
と
や
ま
」
の
創
造

3
　
奈
良
県
知
事

奈
良
県
の
「
集
落
形
成
の
変
遷
と
町
村
合
併
」
に
つ
い
て

4
　
徳
島
県
知
事

課
題
解
決
先
進
県
・
徳
島
〜
人
口
減
少
社
会
へ
の
挑
戦
〜

5
　
大
分
県
知
事

大
分
県
の
地
方
創
生
〜
新
し
い
仕
事
づ
く
り
〜

二
ノ
湯
参
議
院
議
員
の
友
人
で
、
二
ノ
湯
後
援
会
行
事
で
は
、
お

馴
染
の
「
比
叡
山
延
暦
寺
一
山
慈
光
院
住
職
」
の
栢
木
寛
照
師（
68
）

が
、
長
野
善
光
寺
の
副
貫
主
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
牛
に

引
か
れ
て
善
光
寺
参
り
」
と
い
う
句
で
善
光
寺
は
あ
ま
り
に
も
有
名

で
あ
る
。
善
光
寺
信
仰
は
約
8
千
万
信
徒
を
持
つ
と
言
わ
れ
、
善
光

寺
境
内
に
は
、
天
台
宗
25
ヶ
寺
、
浄
土
宗
17
ヶ
寺
が
あ
り
、
日
本
仏

教
最
大
の
寺
院
で
あ
り
、
宗
教
界
に
お
け
る
権
威
は
外
に
類
を
見
な

い
存
在
で
あ
る
。
創
建
以
来
、
善
光
寺
は
ど
の
宗
派
に
も
属
さ
な
い

寺
で
あ
っ
た
が
、
上
野
寛
永
寺
を
創
建
し
た
南
光
坊
天
海
が
、
寛
永

20
年
、
天
台
宗
に
所
属
さ
せ
た
こ
と
で
、
総
本
山
比
叡
山
延
暦
寺
と

谷
垣
禎
一
自
民
党
幹
事
長
が
こ
の
ほ
ど
著
書
を
出
版
、
去
る
2

月
2
日
、
出
版
記
念
会
が
、
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
出
版
記

念
会
は
出
版
社
が
企
画
、
案
内
状
も
限
定
さ
れ
て
お
り
、
政
界
、

選
挙
区
関
係
者
の
出
席
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
谷
垣
幹
事
長
の
友
人

を
中
心
に
、
約
700
人
が
参
加
し
た
。
出
版
さ
れ
た
本
は
、「
谷
垣
禎

一
の
興
味
津
々
」
で
、
谷
垣
氏
が
日
頃
交
遊
の
あ
る
各
界
の
有
識
者

と
の
対
談
集
で
あ
る
。
政
治
、
経
済
、
歴
史
、
文
学
、
芸
能
、
医

療
等
、
幅
広
い
分
野
の
、
一
流
の
方
々
ば
か
り
で
あ
る
。「
能
あ
る

鷹
は
爪
を
隠
す
」
と
言
う
が
、
普
段
、
自
己
の
見
識
を
振
り
か
ざ

い
見
識
、
教
養
の
深
さ
、
人
間
性
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

30
年
以
上
の
政
治
生
活
で
、
常
に
、
党
、
政
府
の
要
職
を
務
め
、

多
忙
な
生
活
を
送
っ
て
き
た
谷
垣
氏
。
何
時
、
ど
こ
で
勉
強
す

る
の
か
感
心
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
今
の
政
界
に
あ
っ
て
、
数

少
な
い
学
者
肌
の
文
人
政
治
家
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

著
書
名
「
対
談
集
　
谷
垣
禎
一
の
興
味
津
々
」

か
ま
く
ら
春
秋
社
・
定
価
一
八
〇
〇
円

は
本
山
と
末
寺
の
関
係
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
護
持
す
る
別
当
大
勧

進
は
、
善
光
寺
の
事
務
を
統
括
し
、
住
職（
貫
主
）を
兼
ね
る
職
責

で
あ
る
。
副
住
職
は
、
こ
の
別
当
大
勧
進
を
補
佐
し
、
住
職
と
同

等
の
権
利
を
有
す
る
重
要
な
地
位
で
あ
る
。
栢
木
師
は
総
本
山
延

す
事
の
な
い
奥
ゆ
か
し
い
性

格
の
谷
垣
氏
。
漢
学
の
素

養
の
あ
る
教
養
人
で
あ
る
こ

と
は
、
良
く
わ
か
っ
て
い
た

が
、
対
談
相
手
と
の
会
話
の

内
容
か
ら
、
谷
垣
氏
の
幅
広

暦
寺
の
総
意
を
も
っ
て
、
善
光
寺

大
勧
進
副
住
職
に
推
薦
さ
れ
た
。

2
月
12
日
、
善
光
寺
の
代
表
で
あ

る
御
使
者
が
、
比
叡
山
延
暦
寺
に

来
山
、
栢
木
師
の
法
縁
に
繋
が
る

大
僧
正
方
々
13
名
の
席
上
で
、
栢

木
寛
照
師
を
副
住
職
に
迎
え
た
い

と
の
要
請
が
あ
り
、
栢
木
師
は
要

請
を
受
諾
し
た
。

　今回、イタリアローマのバチカン市国より、
管弦楽団が来日、京都コンサートホールで公
演する。当日は、WOW・WOWTVで生中
継されることになっている。京都と言えば、外
国人から文化水準が高い、芸術に理解があ
る町と思われいる。京都市長も実行委員会に
名を連ねている。空席が目立つようでは、京
都の恥である。皆様のご協力をお願いします。

コンサートへのご協力を
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一
、
政
治
資
金
収
支
報
告
書
を
提
出
す
る
時
期

に
な
っ
て
き
た
。
最
近
は
マ
ス
コ
ミ
、
市
民
団

体
の
人
が
、
個
々
の
政
治
家
の
報
告
書
を
丹
念

に
調
べ
て
い
る
。
大
口
の
政
治
献
金
な
ど
な
い

が
、
記
載
ミ
ス
が
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
随
分

と
神
経
を
使
う
作
業
で
あ
る
。

一
、
統
一
地
方
選
挙
ま
で
あ
と
2
ヶ
月
足
ら
ず

で
あ
る
。
立
候
補
予
定
者
は
朝
早
く
か
ら
、
駅

の
街
頭
に
立
ち
、
名
前
の
売
り
込
み
に
懸
命

で
あ
る
。
私
も
28
年
前
は
、
同
じ
事
を
し
て
い

た
。
寒
い
中
、
辛
い
運
動
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

栄
冠
を
勝
ち
取
る
た
め
の
一
里
塚
で
あ
る
。

一
、
湯
川
さ
ん
に
続
い
て
、
後
藤
さ
ん
も
イ
ス

ラ
ム
テ
ロ
組
織
に
よ
っ
て
、
残
忍
な
殺
さ
れ
方

を
し
た
。
政
府
は
人
質
救
出
に
懸
命
の
努
力
を

し
た
が
、
殺
さ
れ
た
結
果
、
批
判
は
仕
方
が
な

い
。
だ
が
、
政
府
は
再
三
、
シ
リ
ア
へ
の
渡
航

を
自
粛
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
た
。

一
、
自
粛
と
言
え
ば
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
ケ
ー

ス
が
冬
山
登
山
。
学
習
院
大
の
学
生
が
、
2
人

遭
難
し
た
。
危
険
を
顧
み
ず
、
ど
う
し
て
悪
天

候
の
中
、
登
山
す
る
の
か
。
一
般
人
に
は
理
解

が
で
き
な
い
。
若
い
命
が
惜
し
ま
れ
る
。
捜
索

す
る
人
も
苦
労
。
親
も
悲
し
む
。

一
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
監
督
ア
ギ
ー
レ

氏
が
、
本
国
ス
ペ
イ
ン
で
の
八
百
長
疑
惑
で
監

督
を
解
任
さ
れ
た
。
後
任
は
誰
か
。
解
ら
な
い

の
は
、
ど
う
し
て
言
葉
が
通
じ
な
い
外
国
人
を

求
め
る
の
か
。
日
本
人
の
中
で
、
能
力
的
に
監

督
を
務
め
る
適
任
者
は
い
な
い
の
か
。

一
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
浮
き
沈
み
は
激
し
い
。

ゴ
ル
フ
の
石
川
遼
、
野
球
の
斉
藤
佑
樹
は
や
や

人
気
先
行
、
ゴ
ル
フ
の
タ
イ
ガ
ー
ウ
ッ
ズ
は
今

や
見
る
影
も
な
く
気
の
毒
な
状
態
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
し
ぶ
と
く
頑
張
る
イ
チ
ロ
ー
の
大

リ
ー
グ
3
千
本
安
打
の
快
挙
を
期
待
し
た
い
。

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

平
成
15
年
4
月
、
向
日
市
議
か
ら
市
長
に
転

身
、3
期
12
年
を
務
め
た
久
嶋
務
向
日
市
長
は
、

4
月
の
市
長
選
挙
に
は
出
馬
せ
ず
、
今
期
限

り
で
市
長
を
勇
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
在
任

中
は
「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
京
都
工
場
跡
地
の
再
開

発
、
阪
急
洛
西
口
駅
の
東
地
区
の
区
画
整
理
事

業
、
保
育
所
の
民
営
化
等
」
に
取
り
組
み
、
多

く
の
業
績
を
残
し
た
。
59
才
の
若
さ
、
引
退
を

惜
し
む
声
も
強
い
が
、
山
積
す
る
課
題
は
後
任

市
長
に
託
し
た
。
自
民
党
向
日
支
部
で
は
、
14

日（
土
曜
日
）に
役
員
会
を
開
催
、
後
任
の
市
長

候
補
に
安
田
守
府
議
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。
市
長
選
は
、
自
民
推
薦
候
補
と
共
産
党

や
労
働
組
合
が
推
薦
す
る
候
補
と
の
戦
い
の
様

相
が
、
強
く
な
っ
て
き
た
。
安
田
府
議
が
次
期

府
議
選
に
出
馬
し
な
い
こ
と
を
受
け
て
、
向
日

支
部
で
は
、
次
期
府
議
候
補
を
公
募
す
る
た
め
、

選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
早
急
に
候
補
者
を
選

考
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

1
月
31
日
、
自
民
党
京
都
府
連
は
、
4
月
26

日
に
執
行
さ
れ
る
、
宇
治
市
・
八
幡
市
議
会
の

公
認
候
補
者
を
追
加
決
定
し
た
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご
支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に

ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

久
嶋
向
日
市
長
勇
退

自
民
向
日
支
部
後
任
に
安
田
府
議
を
推
薦

自
民
党
京
都
府
連

宇
治
・
八
幡
市
会
議
員
の
公
認
を
決
定

安田守氏

「えとす」購読のお願い

口座名：新政経懇話会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

「日本真生塾」　例会のお知らせ
第54回 3月30日㈪ 18時30分～21時

第55回 4月30日㈪ 18時30分～21時

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

講師：岡本幸治 塾長

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：奥井寛之）
日本真生塾事務局（二之湯事務所内） TEL：075-351-2228／FAX：075-315-2310

詳しくはFacebookページをご覧ください。https://www.facebook.com/nipponshinsei
日本真生塾　塾長　岡本幸治

3月例会で『凸型西洋文化の死角』総括し、4月からは若
くして日本的社会主義の理論を構築、急進的変革思想と
具体策の提示により昭和の日本政治に大きな衝撃を与えた
『北一輝』の実体に迫ります。

宇
治
市
議
会
議
員
選
挙

選
挙
区

候
補
者
氏
名

年
齢

区
分

宇
治
市

堀　
　

明
人
51

元

認公

八
幡
市
議
会
議
員
選
挙

選
挙
区

候
補
者
氏
名

年
齢

区
分

八
幡
市

増
尾　

辰
一
68

元

認公


